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小牧の歴史・文化財をPRする
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文化振興課

文化財係
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平成３０年度以降

歴史・文化財

担当課

5

教育文化

　　小牧のシンボル小牧山にある歴史館を多くの方に利用してもらうことで、歴史遺産の再

確認、小牧のPRにつなげる。

○23年度実施内容

　管理、運営は指定管理。

　企画展の開催や館内ガイドの配置、夜間開館の実施等利用者の利便性向上に努めた。

また、さくらまつり、お月見まつり、市民まつりなど他の課が行う事業にも協力し、利用拡大

を図りました。

　　開館時間　午前９時～午後４時３０分

　　休  館  日　毎週木曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始

　　入　館　料　大人100円　小人30円（団体大人60円、小人20円）
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歴史館の設置及び管理等に関する条例・文化振興ビジョン
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Ｈ21決算額

　　入　館　料　大人100円　小人30円（団体大人60円、小人20円）

　　企画展示｢史跡小牧山主郭地区発掘調査速報展｣

　　　　　　　　期間　６月１０日～６月２２日(１２日間)

　　企画展示「～決戦 羽柴秀吉～　徳川家康と五つの砦」

　　　　　　　　期間　１０月２１日～１２月１４日（４８日間）

　職員は管理者との調整、入館料の減免、企画展示、開館時間の延長等の諸手続きや、広

報活動をおこなう。

入館料　大人　100円　（団体 60円）

　　　　　小人　 30円（団体 20円）　　受益者負担総額　3,342千円
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H19のリニューアル、夜間開館、他行事、歴史ガイド団体との連携により、多くの方に

入館していだだき、多くの方に小牧の歴史を紹介することができた。

－

24

8

55,000

H24

文化財の利活用のため、積極的に情報を発信するための中心的な役割を果たす機

能となるため、身近な場所で情報発信できる有効な活用方法を研究していく。

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

小牧山の山頂という立地条件から、高齢者や体力面に不安を抱える方からは距離感

のある施設となっている。

　市内唯一の歴史資料館を維持することで、文化財を学び親しむ機会を確保する必

要がある。
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一次評価のとおり。平成25年の小牧山城築城450周年に合わせて、全日開館を開始するこ

と。
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市内唯一の歴史資料館であるため、伝えていくべき小牧の歴史、文化財を学び親し

む機会を失う。


